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助成活動名 岡山河畔芸術祭 2024 

助成額 500,000 円 

活動内容 

目的 

岡山河畔芸術祭が主たるフィールドとする旭川河畔の西中島町・東中島町地区
は、かつて岡山城下を貫く西国街道と、海上交通の玄関口・京橋に隣接して、旅
籠や遊郭の界隈として栄えました。県下初の芝居小屋が開設され、木下サーカス
のルーツが芽生え、稀代の映画スター尾上松之助が誕生したのも歴史の記憶で
す。その後、時代の著しい環境変化のなかで、疲弊した過疎高齢化のまちへと変
貌しています。こうした現状に「これでは歴史ある地域が消えてしまう！」とい
う危機感を、地域に暮らす方々と地元のアート NPO が課題共有し、地域再生の
ルネサンスを興すべく岡山河畔芸術祭を起ち上げました。 
全国各地で様々なアーツフェスティバルが開催されていますが、岡山河畔芸術

祭は、なによりも地域に密着し、課題を直視し、資源を活用し、その魅力を文化
芸術を生かして発信したいと考えています。 
ミッション：社会課題に応え、感動体験を創る 
スローガン：市民と地域のルネサンス･フェスタ 

内容 

【岡山河畔芸術祭 2024】 
◇銀河の夜祭り 9 月 7 日(土) 西中島町河川敷 
西中島河川敷に櫓を設えバリアフリー化した会場で新旧盆踊りを開催 

◇軽トラ吟遊劇場 9 月 14 日(土)・15 日(日)・16 日(月祝)  東西中島町遊園地 
鑑賞機会に恵まれない人々に軽四トラックのステージをアウトリーチ 

◇親子で楽しむ大道芸サーカス 9 月 21 日(土)・22 日(日) 東西中島町遊園地 
木下サーカス発祥の地にちなんで３名の大道芸アーティストを招聘 

◇尾上松之助とまち歩き 9 月 23 日(月祝) 東西中島町ほか 
西中島町出身の映画スター尾上松之助の足跡を訪ねるフィールドワーク 

 
【新交流拠点「旭坐」オープニング事業】 
◇ひとり語り芝居『高野聖』 11 月 30 日(土)・12 月 1 日(日) 
泉鏡花の幻想小説を唐十郎らの舞台を演じた俳優が演出独演 

◇筑前琵琶弾き語り 12 月 7 日(土)・8 日(日)  
平家物語『祇園精舎』『壇ノ浦』と源氏物語『夕顔』を独奏 

◇『おんなのぼくしさん』 12 月 28 日(土)・29 日(日) 
旧キリスト教会跡に開場した旭坐へのオマージュとなる舞踏作品 

当初の
計画か
らの変
更点 

【岡山河畔芸術祭 2024】 
新たに「軽トラ吟遊劇場」という活動に取り組みました。劇場・ホールでの舞台
芸術に接する機会に恵まれない地域や住民の方々に、こちらから軽トラの荷台を
ステージに設えた出前公演を、これから県下各地で継続してまいります。 
【新交流拠点「旭坐」オープニング事業】 
申請時点では、交流拠点の整備計画にとどまっていましたが、西中島町の旧キリ
スト教会跡の建物リノベーションが一部竣工し、１階の交流シアターにおいて演
劇・音楽・舞踊のオープニング事業を開催することができました。 



成果 

岡山河畔芸術祭では、前年度に続いて地元・西中島町と東中島町との協働事業
として開催し、運営など地域ぐるみのアーツフェスが定着してきました。 
また、メインを飾る盆踊り「銀河の夜祭り」においても河川敷会場へのバリア

フリー動線を整えて、昨年並みの 700 名を超える来場者で賑わいました。 
従来の木下サーカスや尾上松之助など地域の来歴にリスペクトした事業も継

続したほか、新たに舞台芸術の鑑賞弱者を対象にした「軽トラ吟遊劇場」にも取
り組みました。 
常設の交流拠点となる「旭坐」の開設意義は大きく、春と秋に開催されるシー

ズンフェス岡山河畔芸術祭と連携することで、文化芸術による地域活性化の波動
は、“点” から “線” へと拡大し展開してまいります。 

今後の課題と対
応策 

［課題］ 
京橋・東西中島エリアで継続する岡山河畔芸術祭、西中島町に常設された交流拠点の旭坐、

この催事と拠点でつながれた“点”から“線”を、近隣の街区も含めた“面”へと拡大していく方
途が求められています。 
旭坐の整備計画においても、昨年開場した交流シアターに続いて、建物１階・２階のリノ

ベーションを継続して、地域の交流・関係人口の拡大につながる創作活動、体験学習、ギャ
ラリー展示、コワーキング機能などの整備が求められています。 
 
［対応策］ 
 岡山河畔芸術祭や旭坐などの取り組み全体を「旭川河畔における拠点形成と地域再生のプ
ロジェクト」と位置づけ、“点”を“線”から“面”へと展開していく中島地区と表町地区を往還
する活動を 2025 年度より始めます。 
 旭坐のリノベーション継続についても、2025 年度に１階整備を完成させ、2026 年度に２
階の整備に取り組む計画です。 

写真の提出 
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